



Transformation of  “Queer”（the otherness in）Little Princess:



























ンダーにこだわらず受容できる。その観点にたてば、若松が全訳した “Sara Crew” が、
近代文学にもたらされた最初の「少女文学」であるということにためらいはない。本














れる）や「おもひで」（同明治29年 1 月・2 月）など若松の創作童話との関係に言及
する。「セイラ、クルーの話。」は「少年園」に明治26年～27年にかけて連載された。
原著者 Frances Hodgson Burnett（1849 ～ 1925）による “Sara Crew” は「セント・
ニコラス誌」（serialized in St.Nicholas magazine）に1887年12月から翌1888年 1 月、
2 月と 3 パートに分けて掲載され、同年に New York, Charles Scribner’s sons 社より、
セント・ニコラス版と同様、Reginald B. Birch （1856 ～ 1943）の挿絵入りで出版
された。単行本化にあたって、セント・ニコラス版と同様、７枚の挿絵がある。若
松はセント・ニコラスでも読んだであろうが、1 底本はこの Charles Scribner’s sons 
社版であると暫定的に考える。その理由であるが、挿絵をもとにした場合でも決め
手に迷うゆえである。同1888年に Sara Crew, or What Happened at Miss Minchin’s
と Edhitha’s burglar が一冊になったものが、挿絵家も同じで、London の Frederick 







先立つ「小公子」も Scribner と Warne の双方から出版されており、川戸道昭氏が挿
絵の配列順を手掛かりに調査し、前者を底本としている。「セイラ、クルーの話。」の
１　「女学雑誌」第39号、（明治19年10月25日）に「妾が読み見て宜しき者と考へ候西洋の小説」
　　として「若松しづ」の名であげた 12 冊のなかに、Little classics, St. Nicholas が入っている。
２　セント・ニコラス Hathi Trust Digital Library v.15No 1887―Apr 1888 Original from Univer-
　　sity of Michigan pp. 97～260
　　ニューヨーク版 University of N.C.at Chapel Hill Digital 
　　https://www.archive.org/details/saracrewweorwhathburnett/
















それは、ロンドン版にのみに附されたものである。場面として、「Sara made a little 





























４　セント・ニコラス、ロンドン版の各章の出だしは、part Ⅱ, That very afternoon Sara had an 
　　oppotunity of proving to herself whether she was really a princess or not.（若松四の上）
　　part Ⅲ, Sara could not even imagine a being charming enough to fill her grand ideal of her 
　　mysterious benefactor.（若松五の一）










Being the Whole Story of Sara Crew Now Told for the first time” （1905）を出版した。
若松とバーネットは同時代人といってよいが、若松は明治29年（1896年）に死去し









S SELECT SEMINARY FOR YOUNG LADIES”　を「ミンチ
ン女塾８　特に貴女の需に応ず」と訳すなど当時の日本語の文脈に合わせて訳し、あ
わせて異国の空気もともに伝えている。







　　She was a queer little child, with old-fasioned ways and strong feelings, and she 
　had adored her papa…セイラは全体、一風変つた兒で、仕たり言つたりすること
　の中に、当世向でないことが多くあり升た。感情は極く強い方で、父ほど好い人は
７　君松は次のようなアメリカ児童文学の翻訳を手がけている。ペイスン・プレンティス :　The 
　　Flower of the Family（1853）「女学雑誌」、「児籃」欄「わが宿の花」全28章のうち８章まで




　　ウイギンの代表作はそれぞれStepping Heavenward,1865 Rebbecca of sunnybrook Farm, 
　　1903 この研究をふまえ、「小公子」との対で、バーネットの代表作の一つとして、記憶される





　　She had never been an obedient child. She had had her own way ever since she 
　was born, and there was about her an air of silent determination under which Miss 
　Minchin had always felt secretly un comfortable. 
　　セイラは決して従順な兒では有ませんでした。生れた時から気儘一杯をさせつけ
　られて居升たし、沈











　　“Stay,” commanded Miss Minchin, “don’t you intend to thank me?.”
　　Sara turned toward her.The nervous twitch was to be seen again in her
　　face, and she seemed to be trying to control it.
　　“What for?” she said.
　　“For my kindness to you.” replied Miss Minchin. “For my Kindness in giving you 
　a home.”
　　Sara went （made） two or three steps nearer to （toward） her. Her thin littre chest 
　was heaving up and down, and she spoke in strange, unchildish （unchildishily 
　fierce way）voice.












































きりうちだされている。A little Princess : Gender and Empire,（New York 1996）を
書いた Roderick McGills によれば、Sara（セイラ）には「ジェーン・エア」（Jane 




９　Sara Crew の原文は、G.P. Putman,s Sons. New York, 1981による。
　　若松訳は『明治翻訳文学全集』バーネット集、2000年ナダ出版を使用。伊藤整訳は、昭和15
　　年11月「世界名作家庭文庫」( 主婦之友社 ) 初版本による。
10　p.8 著者は、ブロンテがジェンダー問題を鮮明に意識し、バーネットも含め19世紀の女性作家
　　に影響した、と述べている。
11　Sara Crew であれ、17年後に発表された A Little Princess（1905年）であれ、19世紀に開花
　　した欧米文学の「家庭小説」のコード、すなわち家庭をもたない孤児が代理父ないし代理母を
　　獲得し新たな家庭をもつというストーリーをなぞっているとはいえるだろう。女の孤児の系譜
　　としては　家なき娘 En famille1893年（明治26年）初訳1918年（大正 7 年）五来素川「雛燕」、
　　翻案、片岡鉄兵『あゝ故郷（こきょう）』という邦題で、また宇野浩二『なつかしの故郷（ふ
　　るさと）』という邦題で翻案。さらに、Anne of Green Gables1908 年、出版、戦後（1952年）
　　村岡花子訳、「秘密の花園」（The Secret Garden,1911年）「あしながおじさん」1912年「小さ
　　な孤児アニー」Little Orphan Annie1924年 Harold Gray など多くの孤児文学がある。
28
　若松は、明治23年 4 月 5 日「女学雑誌」の「閨秀小説家答」（207号「雑録」）の























では、使用人＝ House maid の存在とその階層性、彼女たちが好んで読むものが訳し
出されていることである。
　If she had always had something to read, she would not have been so lonely. 
She liked romances and history and poetry; she would read anything.There was 
a sentimental housemaid in the establishment who bought the weekly penny 







　　明治23年 4 月 5 日「閨秀小説家答」若松しづ子の署名で、15、6 歳の頃から読んだ作家として
　　Dichens をあげている。
29
papers and subscribed to a circulating library, from which she got greasy volumes 
containing stories of marquises and dukes who invariably fell in love with orange-
girls and gypsies and servant maids, and made them the proud brides of coronets; 
and Sara often did parts of this maid
,
 s work so that she might earn the privilege of 












れる通俗的な物語にもふれており、これはのちの “A Little Princess” には出てこない
要素である。セイラがアーメンガードに、読んだ本の話を聞かせる態度に母性的なも
のを見ることができるとしても、使用人としてのセイラも映し出そうとした若松の
意図も併せて意識しておきたい。なお、the weekly penny papers というのは、労働




































　あるいは、その前年1887年11月に、バッサー女子大学に書き送った “The Condition 































坪内逍遥の跋文。原著、Frederick Warne and Co,1905の挿絵が一枚使用されている。






























































































伊藤整訳の功績を一言でいえば、“Sara Crew” のなかで、House maid として少し登












　When Sara went into her sitting-room in the morning, she found on the table a 
small, dumpy package, tied up in a piece of brown paper. She knew it was a present, 
and she thought she could guess whom it came from. She opened it quite tenderly. 
It was a square pincushion, made of not quite clean red flannel, and black pins had 
















ということがわかり、その家にひきとられ、インドの水夫 Ram Dass から Missee 




ンチン先生）と Working woman （パン屋のおばさん）の対比が翻訳によっては消え
ていることが指摘されている。
　また、セーラは境遇が変わったとき、勉強を続けることが困難になり、“I shall be 
like poor Becky. I wonder if I could quite forget and begin to drop my h’s and not 
remember that Henry the Eighth had six wives” と、「H」の音を落とす、コックニー
なまりをセーラが拒否する箇所を指し、「この「h の音」に対する拒絶はセーラの、
そして著者バーネットを含む中産階級の意識である」と意味付けている。
　“Sara Crew” から引き継がれたこの一風変わった少女は A Little Princess の翻訳で
35
みせるもう一つ面に注意しておきたい。Chapter 8 In the Attic は、いかにセーラが試
練に耐えるかが書かれた読ませどころである。セーラが万事に有能であることは、次
のように書かれている。「She could be made more useful as a sort of little superior 








　“Soldiers don’t complain” She would say between her small, shut teeth. “I am going 






















































　“ Sara Crew” に挿絵を描いたレジナルド・B・バーチは、セーラがミンチン先生と
対等に視線を合わせているのに対し、「少女倶楽部」（昭和11年、蕗谷虹児画）では
ミンチン先生がセーラを怒鳴りつける場面で、セーラは見降ろされ、おびえている。
伊藤整訳　“A Little Princess” の挿絵には、セーラが乞食の女の子にパンを与える場
24「戦後少女の本棚―第二次世界大戦後の文化占領と翻訳文学」（ジェンダー研究のフロンティア 5




















づく。発表タイトルは Transformation of “Queer” （the otherness in） Little Princess : 
Transition of Shokojo from Wakamatsu Shizuko to Itoh Sei
　本稿は、科研研究課題「服飾からみる近代日本の生成―ハイカラと上品」（2017
年～ 2020年）の助成を受けた。
〈たねだ　わかこ／本学教授〉
